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上
富
良
野
町
西
２
線
北
25
号
の
丘
陵
地
帯
に
本
社
を
置

く
ス
ガ
ノ
農
機
が
、
農
業
博
物
館
「
土
の
館
」
を
開
館
し

た
の
は
1
9
9
2
（
平
成
4
）
年
7
月
で
あ
る
。
以
後
、

施
設
を
増
設
す
る
か
た
わ
ら
、
見
学
研
修
コ
ー
ス
を
設
け

る
な
ど
工
夫
を
こ
ら
し
た
の
で
、団
体
客
は
急
激
に
増
え
、

入
館
者
数
は
20
万
人
を
超
え
た
。

　

土
の
館
を
建
設
し
た
同
社
３
代
目
社
長
の
菅
野
祥
孝
さ

ん
は
、

「
農
業
は
人
間
の
努
力
が
１
割
、
あ
と
は
自
然
の
力
で
す
。

と
き
に
は
優
し
く
、
と
き
に
は
厳
し
い
自
然
と
向
き
合
う

農
業
こ
そ
、
„
無
尽
の
工
場
“
で
あ
る
こ
と
を
忘
れ
て
は

な
ら
な
い
の
で
す
」

　

と
語
る
。

　

土
の
博
物
館
は
大
き
く
三
つ
に
わ
か
れ
て
い
る
。
こ
の

う
ち
の
一
棟
が
「
土
の
館
」
で
、
正
面
に
は
未
開
の
地
の

標
本
が
掲
げ
ら
れ
て
い
る
。
第
１
展
示
場
に
は
北
海
道
の

開
拓
期
に
、
過
酷
な
条
件
の
中
で
開
墾
に
立
ち
向
か
っ
た

人
々
の
農
機
具
類
と
、
初
代
社
長
菅
野
豊
治
の
農
機
具
へ

の
取
り
組
み
が
刻
ま
れ
て
い
る
。

　

第
２
展
示
場
は
土
が
メ
イ
ン
で
、
土
の
で
き
始
め
か
ら

世
界
の
農
耕
の
歴
史
を
探
求
で
き
る
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
北

海
道
開
拓
初
期
に
使
わ
れ
た
和
犂
（
ス
キ
）
や
西
洋
農
機

具
の
土
を
耕
す
畜
力
プ
ラ
ウ
な
ど
の
世
界
の
古
代
洋
犂
類

が
並
ん
で
お
り
、
次
の
コ
ー
ナ
ー
に
は
土
と
環
境
に
関
す
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土
の
博
物
館
「
土
の
館
」 

る
資
料
が
並
ん
で
い
る
。
小
麦
の
30
年
間
連
作
に
成
功
し

た
大
規
模
農
場
か
ら
、
小
さ
な
野
菜
農
家
ま
で
、
全
国

50
ヵ
所
の
土
壌
を
採
取
し
、
展
示
し
た
土
づ
く
り
コ
ー

ナ
ー
は
国
内
唯
一
の
も
の
と
い
う
。

　

圧
巻
は
第
１
と
第
２
を
つ
な
ぐ
階
段
の
壁
に
取
り
付
け

ら
れ
た
縦
４
ｍ
の
巨
大
な
土
の
標
本
展
示
だ
。
も
っ
と
も

下
層
は
１
万
年
前
ご
ろ
の
沼
地
に
土
砂
が
堆
積
し
た
層
。

ほ
ぼ
中
間
あ
た
り
に
は
1
8
9
7
（
明
治
30
）
年
に
三
重

県
か
ら
入
植
開
墾
し
た
こ
ろ
の
土
層
が
見
え
る
。
そ
の
上

に
位
置
す
る
の
が
1
9
2
6
（
大
正
15
）
年
に
起
こ
っ
た

十
勝
岳
噴
火
に
よ
る
泥
流
大
災
害
２
ｍ
の
痕
跡
だ
。
鉱
毒

を
含
ん
だ
土
は
作
物
ど
こ
ろ
か
草
も
生
え
ず
、
何
と
か
土

農
業
に
生
き
る
人
々
の「
土
の
拠
点
」


